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本書 はタイ トル通 り,写 真 に関わ る用語 の
解説集 である。著者の ジル ・モラは多 くの写
真批評 や解説 を執筆す るほか,フ ラ ンスの写
真批評誌 「カイエ ・ド・ラ ・フォ トグラフィ』
の編集長 や,国 際的 に有名 な 「アルル国際写
真 フェステ ィバル」 のアー ト・デ ィレクター
を務 めた経歴 を持っ。原著 と して は仏語版 の
他 に,英 語版 も先行 して出版 されて いるよ う
で,英 語版 の タイ トルは 『photoSPEAK:A
GuidetotheIdeas,MovementsandTechni-
quesofPhotography,1839tothePresent
(1998)という。っ まり,写 真術 発 明 の年 と
され る1939年か ら今 日に至 るまで,写 真 にま
つわ る理念,運 動,技 術 の動 向と変遷 を知 る
上 で重要 な タームを取 りあげて,解 説す ると
い う体裁 を とっている。取 りあげ られている
キー ワー ドは125項目で あり,そ の ほか に,
写真 史年表,人 名及 び事項 のイ ンデ ックスが
付 されてい る。
本書の特色 は,『この,項 目の選択 の しかた
に現れてい る。具体 的に挙 げてみ ると,「 イ
クィヴ ァレント」,「象徴主義」 な ど,表 現上
の理念 に関 わ る もの,「 グル ープF/64」,
「ニ ュー ・トポ グラフィック ス」,「ピク ト リ
ア リズム」な ど,理 念 に基 づいた動 向に関わ
る もの,「記号学」,「身体」 な ど,解 釈,批
評 に関わ る もの,「『映画 と写真』展」,「農業
保障局」な ど,歴 史上の トピ ックに関わ るも
の,「印画紙」,「カメ ラ」,「乳 剤」 な どの技
術的用語,「ア プロプ リエー シ ョ ン」,「フ ォ
トジェニ ック ・ドローイ ング」,「フォ トモ ン
タージュ」 などの技法,「科 学写 真」,「広 告
写真」,「司法写真」,「写真 工一ジェ ンシー」
など,写 真の利用 と分類 に関わ るものな ど,
その選択 は多様 な範囲 に及んで いることがわ
かる。 しか し本書 にひ と通 り目を通せば,こ
れが単 な る用語解説集 として企画 された もの
ではない ことがわかる。 というよ りは,そ の
多様 性 は,写 真 とい うメデ ィアの特性を反映
させた結 果なのであろ う。
まず,写 真 とい うメデ ィアは,視 覚表現 の
媒体 と して用 い られて きた一方で,常 にその
他 の さまざまな 目的で使用 されて きたという
事情 が ある6ま た,写 真術 は光学,化 学 及 び
工学 技術 の前 提の上 に初 めて成立す るもので
あ り,各 時代 にお ける写真 のあ りよ うは,常
にこう した技 術的属性 の発展 と密接 に関 わ り
合 って いる。 言 い換えれば,写 真表現史,写
真受 容史,写 真技術史 とい った3本 の軸 の発
展 と相互影響 の総体 として,写 真世界の拡が
りを捉え る,幽という想 定が可能 であるとい う
ことも出来 よう。
先 に見 たように,本 書でモ ラが取 りあげた
キーワー ドがバ ラエテ ィに富 んでいるのは,
この よ うに写真 を巨視 的に捉 えた上 で,互 い
の関係性 の中 に各項 目を位 置づ け,解 説 しよ
うとする もくろみの現れであ ると言 えるだろ
う。
例 えば印画 の技術 に関す る項 目を見 てみる
と,「アル ビュメン ・プ リン ト(鶏 卵紙)」,
「ア ンブロタイプ」,「ウッ ドブ リータイプ」,
「カーボ ン印画法」,「カ ロタイプ(タ ル ボ タ
イプ)」,「ゴム印画法」,「コロデ ィオ ン法」,
「ゼラチ ン ・シルバ ー法」,「ソルテ ッ ド ・ペ
パー ・プロセス」,「ダイ ・トランファー法」,
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「ダゲレオタイプ」,「ティンタイプ」,「プラ
チナ ・プリント」,「ポラロイド」などの技法
が取 り上げられている。 これ らの項 目を読む
と,写真の初期か ら現在 まで,実 に多 くの技
法が次々と開発されて(ま た,そ の多 くは衰
退 して)き たことがわかる。 しか し,モラは
こうした諸項目において,技術的な側面のみ
を解説するのではなく,あわせてそれぞれの
技法と関係の深い表現の動向について も言及
している。そのおかげで,ゴ ム印画法の制作
プロセスや階調表現がピクトリア リズムの実
践に不可欠であったことや,プ ラチナ ・プリ
ントを好んで用いた作家は誰か,と いった,
より広いコンテクス トとの関連において各事
項を理解す る事が出来るのである。
また,「シュル レアリスム」,「バウハウス」,
「ポストモダニズム」,「未来派 と写真」など,
芸術やデザインを含むより広い動向について
の項目では,その理念や実践との関連におい
て写真が果たした役割,ま た写真的見地から
の批評的言説なども紹介されており,写真を
専門とする研究者でな くても興味深 く読むこ
とが出来るだろう。
このように本書は,広範な事項を扱ったキー
ワード集でありながら,それぞれが互いに関
連づけられ,書物 としてひとっの秩序を構成
しているところに特色がある。 この特色は,
複数の執筆者の共著ではなく,ひ とりの著者
(ひとっの視座)に よって書かれたことに起
因 していることは言 うまでもない。
照できるように,原著にはなかった,新 たな
図版 も掲載されているという。巻末に付 けら
れた詳細なインデックスか ら 「逆引き」する
といった利用法 も,もちろん有用である。
この日本語版の翻訳を行ったのは,関西を
中心に した研究者によ って運営 されている
「写真研究会」のメンバーである。訳文は語
彙の選択や統一 もよく吟味されており,また,
上に述べたような原著の持っ,言 説の一貫性
を保っように,よ く配慮がなされている。ま
た,解説と共になるべ く多 くのイメージが参
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